
JP 5658004 B2 2015.1.21

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学特性を測定するためにレンズに測定光束を投光する光源と，前記測定光束を受光す
る受光素子と，を有する測定光学系と、
　前記測定光束の少なくとも一部が通る孔を持つレンズ載置台と、
　前記レンズが枠入れされている眼鏡フレーム又は前記フレームに枠入れされている前記
レンズを当接させてその動きを制限させるためのフレーム支持部材であって，前記レンズ
載置台に対して近寄る方向及び遠ざかる方向に移動可能なフレーム支持部材と、を備えた
、
　眼鏡レンズの光学特性を測定するためのレンズメータにおいて、
　前記フレーム支持部材の前面に形成されている開口内に前記レンズ載置台が収納される
所定位置又は前記レンズ載置台が収納された所定位置、を検出するためのセンサを有し、
前記フレーム支持部材の位置を検知する検知手段と、
　前記検知手段の検知結果に基づいて、前記フレームの下部及び／又は前記レンズの下端
と前記レンズ載置台の孔との位置関係を報知するための報知情報を出力するための制御ユ
ニットと、を有する、
ことを特徴とするレンズメータ。
【請求項２】
　光学特性を測定するために累進レンズに測定光束を投光する光源と，前記測定光束を受
光する受光素子と，を有する測定光学系と、
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　前記測定光束の少なくとも一部が通る孔を持つレンズ載置台と、
　前記累進レンズが枠入れされている眼鏡フレーム又は前記フレームに枠入れされている
前記累進レンズを当接させてその動きを制限させるためのフレーム支持部材であって，前
記レンズ載置台に対して近寄る方向及び遠ざかる方向に移動可能なフレーム支持部材と、
を備えた、
　眼鏡レンズの光学特性を測定するためのレンズメータにおいて、
　前記フレーム支持部材の位置を検知する検知手段と、
　前記累進レンズの近用部を測定する際に、前記検知手段の検知結果に基づいて、前記レ
ンズ載置台から前記累進レンズが外れた場合であっても近用部での測定を維持するための
制御ユニットと、
　を備えることを特徴とするレンズメータ。
【請求項３】
　光学特性を測定するために下方に近用部を持つ累進レンズに測定光束を投光する光源と
，前記測定光束を受光する受光素子と，を有する測定光学系と、
　前記測定光束の少なくとも一部が通る孔を持つレンズ載置台と、
　前記累進レンズが枠入れされている眼鏡フレーム又は前記フレームに枠入れされている
前記累進レンズを当接させてその動きを制限させるためのフレーム支持部材であって，前
記レンズ載置台に対して近寄る方向及び遠ざかる方向に移動可能なフレーム支持部材と、
を備えた、
　眼鏡レンズの光学特性を測定するためのレンズメータにおいて、
　前記フレーム支持部材の位置を検知する検知手段と、
　前記検知手段の検知結果に基づいて、現在測定中又は前段階での測定結果を近用部の光
学特性として取得した後、測定を終了する第１サブ測定モードと、現在測定中又は前段階
での測定結果を近用部の光学特性として取得した後も測定を維持する第２サブ測定モード
と、を切り換えるための制御ユニットと、
　を備えることを特徴とするレンズメータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、測定対象レンズである眼鏡レンズの光学特性を測定するためのレンズメータ
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　測定光束をレンズに投光し，レンズを透過した測定光束を受光素子で受光することによ
ってレンズの光学特性を得るレンズメータが知られている（例えば、特許文献１及び２参
照）。このようなレンズメータを用いて眼鏡フレームに枠入れされているレンズを測定す
る場合、検者は、測定光学系の測定光軸が通る（測定光束の少なくとも一部が通る）孔を
持つノーズピースとも呼ばれるレンズ載置台上にレンズを配置する（載せる）。そして、
フルリムフレーム等の場合はレンズが枠入れされているフレームを、リムレスフレーム等
の場合はフレームに枠入れされているレンズを、レンズ載置台に対して近寄る方向（前方
向）及び遠ざかる方向（後方向）にスライド（移動）可能なフレーム支持部材に当接させ
てその動きを制限させる。そして、この状態を維持したままフレーム支持部材とフレーム
及びレンズとを移動させることにより、レンズの所期する箇所（位置又は領域）を測定す
る。このような測定動作により、遠近の累進レンズ（累進屈折力レンズ）であっても、遠
用部及び近用部の位置と加入度数とを測定できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－１２６１５１公報
【特許文献２】特開２００６－２９２６５０公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　近年、カニ目フレームと呼ばれる上下幅の狭いフレームが登場してきており、このよう
なフレームに累進レンズを枠入れする場合が増えてきている。このようなフレームに累進
レンズを枠入れすると、累進レンズは下部に近用部があるため、フレームの形状(いわゆ
る玉型)に加工されたレンズの下方（眼鏡を装用した状態での下方をいう）のコバ（下端
）付近に近用部が位置してしまう（近用部の下部が欠けて（欠落して）しまう場合もある
）。このため、前記のようなレンズメータでレンズの下端の近用部を測定しようとすると
、フレーム支持部材がレンズ載置台に接触（干渉）してしまい、それ以上フレーム支持部
材（フレーム及びレンズ）を前方向に移動できず、上手く近用部を測定できないことがあ
る。また、レンズがレンズ載置台上から外れ易くなる。
【０００５】
　本発明は、前記従来技術の課題に鑑み、上下幅の狭いフレームに枠入れされている累進
レンズの近用部を効率的且つ正確に測定できるレンズメータを提供することを技術課題と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明は以下のような構成を備えることを特徴とする。
（１）　光学特性を測定するためにレンズに測定光束を投光する光源と，前記測定光束を
受光する受光素子と，を有する測定光学系と、前記測定光束の少なくとも一部が通る孔を
持つレンズ載置台と、前記レンズが枠入れされている眼鏡フレーム又は前記フレームに枠
入れされている前記レンズを当接させてその動きを制限させるためのフレーム支持部材で
あって，前記レンズ載置台に対して近寄る方向及び遠ざかる方向に移動可能なフレーム支
持部材と、を備えた、眼鏡レンズの光学特性を測定するためのレンズメータにおいて、前
記フレーム支持部材の前面に形成されている開口内に前記レンズ載置台が収納される所定
位置又は前記レンズ載置台が収納された所定位置、を検出するためのセンサを有し、前記
フレーム支持部材の位置を検知する検知手段と、前記検知手段の検知結果に基づいて、前
記フレームの下部及び／又は前記レンズの下端と前記レンズ載置台の孔との位置関係を報
知するための報知情報を出力するための報知手段と、を有する、ことを特徴とする。
（２）　光学特性を測定するために累進レンズに測定光束を投光する光源と，前記測定光
束を受光する受光素子と，を有する測定光学系と、前記測定光束の少なくとも一部が通る
孔を持つレンズ載置台と、前記累進レンズが枠入れされている眼鏡フレーム又は前記フレ
ームに枠入れされている前記累進レンズを当接させてその動きを制限させるためのフレー
ム支持部材であって，前記レンズ載置台に対して近寄る方向及び遠ざかる方向に移動可能
なフレーム支持部材と、を備えた、眼鏡レンズの光学特性を測定するためのレンズメータ
において、前記フレーム支持部材の位置を検知する検知手段と、前記累進レンズの近用部
を測定する際に、前記検知手段の検知結果に基づいて、前記レンズ載置台から前記累進レ
ンズが外れた場合であっても近用部での測定を維持するための制御ユニットと、を備える
ことを特徴とする。
（３）　光学特性を測定するために下方に近用部を持つ累進レンズに測定光束を投光する
光源と，前記測定光束を受光する受光素子と，を有する測定光学系と、前記測定光束の少
なくとも一部が通る孔を持つレンズ載置台と、前記累進レンズが枠入れされている眼鏡フ
レーム又は前記フレームに枠入れされている前記累進レンズを当接させてその動きを制限
させるためのフレーム支持部材であって，前記レンズ載置台に対して近寄る方向及び遠ざ
かる方向に移動可能なフレーム支持部材と、を備えた、眼鏡レンズの光学特性を測定する
ためのレンズメータにおいて、前記フレーム支持部材の位置を検知する検知手段と、前記
検知手段の検知結果に基づいて、現在測定中又は前段階での測定結果を近用部の光学特性
として取得した後、測定を終了する第１サブ測定モードと、現在測定中又は前段階での測
定結果を近用部の光学特性として取得した後も測定を維持する第２サブ測定モードと、を
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切り換えるための制御ユニットと、を備えることを特徴とする。
 
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、上下幅の狭いフレームに枠入れされている累進レンズの近用部を効率
的且つ正確に測定できる。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。図１は、本実施形態のレンズメータの概
略外観図である。レンズメータ１００は、測定光学系１０（図２参照）の一部（本実施形
態では測定光束の受光光学系）を収納すると共に上部にレンズ載置台４が配置されている
第１収納部１、液晶ディスプレイ等で構成されている報知手段である表示部２、操作信号
等を入力するために表示部２に表示される設定手段であるスイッチ部３、フレーム支持部
材５、測定光学系１０の一部（本実施形態では測定光束の投光光学系）を収納すると共に
下部にレンズ押え７及び印点ユニット８が配置されている第２収納部６、データ読み込み
用のリードスイッチ９ａ、装置の電源のＯＮ／ＯＦＦを切換えるための電源スイッチ９ｂ
、等を備えている。なお、第１収納部１に投光光学系が収納されていると共に、第２収納
部６に受光光学系が収納されていてもよい。
【０００９】
　表示部２には、測定情報、アライメント情報、等が表示される。表示部２は、タッチパ
ネル機能を有しており、スイッチ部３の操作によって装置が測定するレンズの種類（単焦
点レンズ、累進レンズ、等）の切換え（測定モードの切換え（設定））等が行われる。な
お、表示部２がタッチパネル機能を持たず、スイッチ部３が表示部２の周辺等に設けられ
ていてもよい。
【００１０】
　レンズ載置台４は、筒状の部材であり、筒の円形孔内には、測定光学系１０の測定光軸
ＭＡが通っている（詳細は後述する）。測定対象レンズＬＥを測定する場合には、レンズ
ＬＥがレンズ載置台４の孔の上に配置される（載せられる）。
【００１１】
　フレーム支持部材５は、レンズ載置台４に対して近寄る方向（前方向）及び遠ざかる方
向（後方向）（図１中矢印Ａ方向）にスライド（移動）可能に配置されている。フルリム
フレームである眼鏡フレームＦに枠入れされている眼鏡レンズＬＥの測定では、フレーム
支持部材５にフレームＦの下端（フレームＦ及びレンズＬＥの上下とは、眼鏡装用時の上
下をいう）が当接されることにより、フレームＦを安定して保持できる。このため、レン
ズＬＥの乱視軸角度がずれることがなくフレームＦを移動でき、レンズＬＥの乱視軸角度
を精度良く測定できる。同様に、レンズＬＥが遠近の累進レンズである場合には、その遠
用部及び近用部を精度良く測定できる。なお、リムレスフレームに枠入れされている眼鏡
レンズＬＥの測定では、フレーム支持部材５にレンズＬＥの下方のコバ（下端）が当接さ
れる。後記の説明では、フルリムフレームであるフレームＦに枠入れされているレンズＬ
Ｅの測定について説明する。
【００１２】
　レンズ押え７は、レンズ載置台４の上方に配置されており、レンズ押え７が降ろされる
ことにより、レンズ載置台４上のレンズＬＥを安定して保持できる。印点ユニット８は、
レンズ載置台４の上方に配置されており、印点ユニット８が降ろされることにより、レン
ズ載置台４上のレンズＬＥにマーキング（印点）が施される。
【００１３】
　スイッチ９ａは、これが押されることにより、測定値が表示部２にホールド表示される
と共に、測定値が装置内部のメモリ２１（図２参照）に記憶される。
【００１４】
　図２は、本装置の光学系及び制御系の概略構成図である。測定光学系１０の測定光軸Ｍ
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Ａ上には、各光学部材が配置されている。測定光学系１０は、発光ダイオード等の測定用
光源１１、コリメータレンズ１２、全反射ミラー１３、等を備えている投光光学系と、多
数の測定用指標（点指標）が形成されている測定用指標板１４、受光素子である二次元受
光センサ（イメージセンサ）１５、等を備えている受光光学系と、からなっている。指標
板１４は、レンズ載置台４の孔内で装置本体の指標板保持部材１６によって保持されてお
り、指標板１４の上方にレンズ載置台４の開口４ａが位置している。開口４ａは、直径約
８ｍｍの円形である。また、レンズ載置台４の下部には、外側に突出するフランジ４ｂが
形成されている（詳細は後述する）。
【００１５】
　図３は、指標板１４の概略外観図である。指標板１４の外径は、ノーズピース４の開口
４ａの内径よりやや大きくなっている。指標板１４には、レンズＬＥがレンズ載置台４上
で移動されずに開口４ａ内のレンズＬＥの光学特性分布を一度に（同時に）測定するため
の測定用指標パターンが形成されている。本実施形態では、指標は、測定光軸ＭＡが通る
指標板１４の中心位置に配置（形成）された直径約０．４ｍｍの大孔（中心指標）１４ａ
と、孔１４ａの周りに格子状に配置（形成）された直径約０．２ｍｍの多数の小孔（周辺
指標）１４ｂと、からなる。孔１４ｂは、約０．５ｍｍピッチで格子状に分布されている
。孔１４ａは、孔１４ｂの対応関係（位置関係）を特定するための基準指標である。すな
わち、中心指標（孔１４ａ）は、レンズＬＥが測定光路（測定光学系による測定光束の光
路）上に置かれていない状態（「０Ｄ（ディオプタ）基準」状態）の各周辺指標（孔１４
ｂ）に対して、レンズＬＥが測定光路上に置かれた状態の各周辺指標（孔１４ｂ）を特定
するための基準指標である。
【００１６】
　光源１１からの測定光束は、コリメータレンズ１２によって平行光束とされ、ミラー１
３によって反射され、レンズ載置台４上に配置されているレンズＬＥに投光される。レン
ズＬＥを透過した光束の内、開口４ａと指標板１４の孔１４ａ及び／又は１４ｂとを通過
した光束が、受光センサ１５に入射する（受光センサが指標の像を受像する）。
【００１７】
　受光センサ１５からの出力信号（受光信号）は、演算手段及び制御手段である演算制御
ユニット（演算制御部）２０に入力される。演算制御ユニット２０は、レンズＬＥが測定
光路上に置かれていない場合に受光センサ１５が受像した各指標像（孔１４ａ及び／又は
１４ｂの像）の座標位置を基準位置にし、ある屈折力等を持つレンズＬＥが測定光路上に
置かれた場合に受光センサ１５が受像した各指標像（孔１４ａ及び／又は１４ｂの像）の
座標位置の基準位置に対する変化（指標パターンの像の位置変化）に基づき、開口４ａに
対応するレンズＬＥの測定領域内の複数の測定位置での光学特性（球面度数Ｓ、乱視度数
Ｃ、乱視軸角度Ａ、プリズム度数Δ、等）の分布を求める。なお、レンズＬＥの光学特性
（光学特性分布）の測定については、特開２００３－７５２９６、特開２００６ー２９２
６５０、等に開示されている技術が利用できる。
【００１８】
　例えば、レンズＬＥの光学中心を中心とする測定領域内の光学特性分布を得る場合（レ
ンズＬＥの光学中心が測定光軸ＭＡにアライメントされている場合）、測定光軸ＭＡを中
心とした５個×５個（２５個）、７個×７個（４９個）、等の指標像が使用されることに
より、レンズＬＥの光学中心を中心とする測定領域内の光学特性分布が精度良く得られる
。すなわち、演算制御ユニット２０は、中心指標（孔１４ａ）の像を中心とした５個×５
個等の指標像の中で隣り合う３個又は４個の指標像を１指標像組とし、全指標像組での各
光学特性の分布を得る。
【００１９】
　このような測定光学系１０により、開口４ａに対応するレンズＬＥの測定領域内の光学
特性分布が得られる。このため、レンズＬＥが遠近の累進レンズである場合の測定におい
ては、現在の測定領域内に遠用部、累進帯（累進部）及び近用部の何れがあるかが効率良
く検知できる。演算制御ユニット２０は、受光センサ１５からの出力信号（受光信号）に
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基づき、測定領域内の光学特性分布を所定の時間間隔毎に連続的に得、メモリ２１に記憶
させる。
【００２０】
　また、演算制御ユニット２０には、表示部２（スイッチ部３）、スイッチ９ａ及び９ｂ
、測定光学系１０の光源１１及び受光センサ１５、メモリ２１、フレーム支持部材５の前
後方向の位置を検出する位置検出手段であるエンコーダ５７（詳細は後述する）、等が接
続されている。演算制御ユニット２０は、レンズＬＥの測定光学系に対するアライメント
状態の検出結果に基づき、表示部２に表示されるアライメント情報を制御する。また、演
算制御ユニット２０は、表示部２に表示される測定情報を制御する。
【００２１】
　次に、フレーム支持部材５及びレンズ押え７の構成について説明する。図４は、フレー
ム支持部材５の分解図である。また、図５（ａ）及び（ｂ）は、レンズ載置台４、フレー
ム支持部材５及びレンズ押え７の側方断面図である。
【００２２】
　フレーム支持部材５は、フレームＦが当接される平面を前面に持つ当接部５１、当接部
５１の移動方向をガイドするために第１収納部１によって支持される（第１収納部１の上
方に位置する）凹部５２、当接部５１内（当接部５１の前面よりも後方）にレンズ載置台
４を収納するための開口５３、開口５３の左右両側に形成されてパッド６１（詳細は後述
する）の前方への移動を規制するストッパ５４、当接部５１の移動方向をガイドするため
に当接部５１から後方に延びるガイドシャフト５５、等を備えている。
【００２３】
　凹部５２は、当接部５１の中央下部に形成されており、第１収納部１の上部の横幅と同
じか若干大きい横幅を持っている。また、開口５３は、パッド６１が嵌合された場合には
当接部５１の前面が平面になるような前面を持っている。従って、開口５３は、当接部５
１の中央部でフレームＦが当接されるような位置で、且つ、当接部５１の前方への移動に
よってレンズ載置台４が収納される位置に形成されている。なお、開口５３の下部（下方
）には、フランジ４ｂを収納するための空間Ｓが形成されている。ガイドシャフト５５は
、フレーム支持部材５の移動方向（前後方向）に沿って延びている。
【００２４】
　また、フレーム支持部材５は、フレームＦの鼻当てが当接される鼻当て支持部材５０を
備えている。鼻当て支持部材５０は、フレーム支持部材５に対して左右方向に移動可能に
フレーム支持部材５によって保持されている。
【００２５】
　本実施形態のパッド部６０は、開口５３に嵌合する方向と開口５３から分離する方向と
にパッド６１を移動可能にする移動機構、パッド６１の開口５３から分離する方向への移
動を規制する規制機構、規制機構によるパッド６１の開口５３から分離する方向への移動
の規制を解除する解除機構、等を備えている。
【００２６】
　パッド部６０は、開口５３に嵌合された場合に当接部５１の前面の一部を形成する前面
を持つ（当接部５１の前面が平面になるような前面を持っている）パッド６１、ストッパ
５４に当接することによってパッド６１がそれ以上前方に移動しないようにするためにパ
ッド６１の側部から左右両側に延びる凸部６２、パッド６１の後面から後方に延びる第１
規制部材６３、上下方向（略垂直方向）に移動可能な第２規制部材６４、第２規制部材６
４の下部に回転可能に保持されている回転部材であるローラ６５、ローラ６５を第２規制
部材６４に固定するためのピン６６、パッド６１を前方に付勢する付勢部材であるバネ６
７ａ、第２規制部材６４を下方に付勢する付勢部材であるバネ６７ｂ、パッド６１、第２
規制部材６４、バネ６７ａ、バネ６７ｂ、等を後方から保持してパッド部６０をフレーム
支持部材５（当接部５１）に固定するための背面板６８、背面板６８をフレーム支持部材
５（当接部５１）に固定するためのネジ６９、等を備えている。なお、本実施形態では、
凸部６２はパッド６１の左右両側に設けられているが、少なくとも左右一方にあればよい
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。また、左右両方又は一方ではなく上方でもよい。また、凸部６２の位置に伴ってストッ
パ５４の位置が定められていればよい。
【００２７】
　パッド６１は、フレームＦが当接された場合にフレームＦの位置（姿勢）がずれないよ
うに平板状に形成されている。凸部６２は、ストッパ５４に当接することにより、バネ６
７ａによる前方への付勢があってもパッド６１（の前面）が当接部５１の前面から突出し
ないように形成されている。言い換えると、ストッパ５４及び凸部６２は、当接部５１と
パッド６１とを略同一平面にする役割を持っている。第１規制部材６３は、パッド６１の
後面の中央部に配置されており、パッド６１の前面が当接部５１の前面と略一致したとき
に第２規制部材６４の前板部６４ａに当接する長さとされている。第２規制部材６４は、
前板部６４ａ、前板部６４ａと上部で繋がっている後板部６４ｂ、ローラ６５がピン６６
によって固定されるローラ保持部６４ｃ、等を備えている。前板部６４ａは、第１規制部
材６３と当接することにより、パッド６１を後方に移動させない（規制する）役割を持っ
ている。前板部６４ａが上方に移動して（詳細は後述する）第１規制部材６３の後方から
外れると、第１規制部材６３（パッド６１）は後方に移動可能となる。そして、第１規制
部材６３は、後板部６４ｂに当接するまで後方に移動する。従って、第１規制部材６３が
後板部６４ｂに当接するまで後方に移動する距離が、パッド６１が開口６３から分離して
後方に移動する距離となる。ローラ６５は、ローラ保持部６４ｃに回転可能に保持されて
いる。バネ６７ａは、パッド６１に対して左右（横方向）に２本配置されており、一端が
パッド６１に固定（保持）されており、他端が背面板６８に固定（保持）されている。バ
ネ６７ｂは、第２規制部材６４に対して縦方向に１本配置されており、一端が第２規制部
材６４に固定（保持）されており、他端が背面板６８に固定（保持）されている。背面板
６８は、第２規制部材６４の上下方向の移動をガイドするために上下方向に延びるガイド
溝、バネ６７ａ及び６７ｂの各固定部、ネジ６９を通すための孔、等を備えている。
【００２８】
　フレーム支持部材５は、第１収納部１上に載せられて前後方向（図４中矢印Ｂ方向）に
スライド（移動）される。ガイドシャフト５５の後部には、ガイドシャフト５５に当接す
る（ガイドシャフト５５の第１係合部に係合する第２係合部を持っている）ローラ５６と
、ローラ５６の回転量を検出するエンコーダ５７と、が設けられている。フレーム支持部
材５（当接部５１）の移動に伴ってガイドシャフト５５が移動し、ガイドシャフト５５の
移動量がエンコーダ５７によって検出され、その検出信号が演算制御ユニット２０に送ら
れる。これにより、フレーム支持部材５の位置（移動量）が演算制御ユニット２０によっ
て把握される。フレーム支持部材５の位置情報（移動情報）は、遠近の累進レンズＬＥの
遠用部から近用部までの距離、等の測定に用いられる。また、累進レンズＬＥの測定（累
進レンズ測定モード）におけるサブ測定モードの切換え（設定）にも用いられる。なお、
ガイドシャフト５５の位置（移動量）は、周知の機構によって検出するものであってもよ
い。
【００２９】
　レンズ押え（レンズ押え部材）７は、レンズＬＥに当接される少なくとも３つのパッド
７１、パッド７１を保持するパッド保持部材７２、パッド保持部材７２を前後方向（図４
中矢印Ｂ方向）に移動可能に支持するレンズ押え支持部材７３、レンズ押え支持部材７３
に接続されていると共に第２収納部６の下部に固定されているアーム７４、レンズ押え支
持部材７３内に配置されてパッド保持部材７２を後方に付勢する付勢部材であるバネ７５
、バネ７５によって後方に付勢されているパッド保持部材７２が所定の状態（パッド７１
が測定光軸ＭＡを囲む状態）となるようにパッド保持部材７２の後方への移動を規制する
ストッパ、等を備えている。バネ７５は、パッド７１がレンズＬＥを保持した状態を維持
できる程度の付勢力であり、パッド７１（パッド保持部材７２）がフレーム支持部材５（
当接部５１）の前方への移動によって共に前方に移動できる程度の付勢力を持っている。
【００３０】
　次に、第２規制部材６４の上下方向への移動と、パッド６１の後方への移動の規制と規
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制の解除と、について説明する。図５（ａ）は、パッド６１の後方への移動の規制状態を
示しており、図５（ｂ）は、パッド６１の後方への移動の規制の解除状態を示している。
【００３１】
　図５（ａ）に示されているように、フレーム支持部材５が第１収納部１に載せられてい
る場合、凹部５２の下面と第１収納部１の上面とは当接している。すなわち、フレーム支
持部材５は、第１収納部１上をスライド（移動）することとなる。このとき、ローラ６５
は、空間Ｓ内に位置している。従って、第２規制部材６４は下方に位置した状態となり、
第１規制部材６３の後部が前板部６４ａに当接した状態となる。この状態では、第１規制
部材６３は、後方に移動できないことなり、パッド６１の後方への移動が規制されること
となる。
【００３２】
　図５（ａ）の状態から、さらに、フレーム支持部材５が前方に移動されると、レンズ載
置台４がパッド６１に当接するようになる（図示は略す）。このとき、フランジ４ｂが空
間Ｓ内に入り、ローラ６５がフランジ４ｂ上に載り上げる。ローラ６５が上方に移動する
ことにより、第２規制部材６４（前板部６４ａ）も上方に移動し、第１規制部材６３の後
部から前板部６４ａが外れる。これにより、パッド６１の後方への移動の規制が解除され
、パッド６１は、レンズ載置台４に押されて後方に移動する。このとき、レンズ押え７の
パッド７１及びパッド保持部７２は、フレーム支持部材５の前方への移動に伴って前方に
移動される。なお、パッド７１は、レンズＬＥを上方から押えた状態を維持している。
【００３３】
　さらに、フレーム支持部材５が前方に移動されると、図５（ｂ）に示されているように
、第１規制部材６３が後板部６４ｂに当接し、これ以上後方に移動できないように止めら
れる。従って、パッド６１は、開口５３内でこれ以上後方に移動できなくなる。このよう
に、パッド６１が図５（ｂ）の状態に到ることにより、開口５３内にレンズ載置台４が収
納される。
【００３４】
　このようにして、第２規制部材６４の上下方向への移動により、パッド６１の後方への
移動の規制と規制の解除とが行われる。すなわち、前述されている移動機構、規制機構及
び解除機構がパッド部６０に備わっていることとなる。
【００３５】
　なお、パッド６１の後方への移動距離（可動範囲）は、前板部６４ａと後板部６４ｂと
の間の前後方向の距離によって定められている。すなわち、パッド６１の後方への移動距
離は、レンズ載置台４を収納する空間の奥行方向の長さ（深さ）となる。本実施形態では
、フレーム支持部材５（当接部５１）が開口４ａに僅かに（１ｍｍ程度）掛かるような長
さとされている。なお、フレーム支持部材５が開口４ａに掛からない（被らない）程度の
長さとされていてもよい。
【００３６】
　また、パッド６１の後方への移動の規制を解除する位置は、フランジ４ｂの大きさ（外
側に突出する長さ）と、ローラ６５の位置と、によって定められている。本実施形態では
、当接部５１（パッド６１）の前面がレンズ載置台４に当接する寸前でパッド６１の後方
への移動の規制が解除されるようになっている。すなわち、当接部６１（パッド６１）の
前面がレンズ載置台４に当接する寸前に、ローラ６５がフランジ４ｂ上に載り上げ始める
ように、フランジ４ｂの大きさとローラ６５の位置とが定められている。具体的には、フ
レーム支持部材５の移動方向（前後方向）においてレンズ載置台４の中心（開口４ａの中
心、測定光軸ＭＡ）とフレーム支持部材５（パッド６１）の前面との距離が約４ｍｍとな
った位置でパッド６１の規制が解除されるように、ローラ６５の位置等が定められている
。
【００３７】
　次に、サブ測定モードの切換え（設定）について説明する。本実施形態では、演算制御
ユニット２０は、累進レンズＬＥの測定（累進レンズ測定モード）において、エンコーダ
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５７の検出信号に基づき、装置のサブ測定モードを第１サブ測定モードと第２サブ測定モ
ードとの何れかに切換える（第１サブ測定モードと第２サブ測定モードとの何れかを設定
する）。エンコーダ５７によって検出されたフレーム支持部材５の位置は、フレーム支持
部材５とレンズ載置台４の間の距離が所定の関係となった位置（所定位置）であり、フレ
ーム支持部材５に上下幅の広いフレームＦを当接させた状態で移動させ、開口４ａ上にレ
ンズＬＥの下端付近が位置する状態に対応する位置である。具体的には、パッド６１の後
方への移動の規制が解除される位置であり、レンズ載置台４からフレーム支持部材５まで
の距離が約４ｍｍとなった位置である。本実施形態では、フレーム支持部材５がレンズ載
置台４の中心から約４ｍｍの位置に到ると、開口４ａにフレーム支持部材５が掛る直前の
位置関係となる。
【００３８】
　ここで、累進レンズＬＥの測定（累進レンズ測定モード）におけるサブ測定モードにつ
いて説明する。第１サブ測定モードは、開口４ａにフルリムフレームＦの下部（リムレス
フレームの場合はレンズＬＥの下端、以下同じ）が掛かった場合に、現在測定中又は前段
階での測定結果を近用部の光学特性（加入度数等）として得、それを表示部２に表示し、
測定状態を終了させるモードである。一方、第２サブ測定モードは、開口４ａにフレーム
Ｆの下部（又はレンズＬＥの下端）が掛かった場合に、現在測定中又は前段階での測定結
果を近用部の光学特性（加入度数等）として得、それを表示部２に表示するものの、測定
状態を維持する（測定を終了させない）モードである。
【００３９】
　演算制御ユニット２０は、エンコーダ５７の検出信号を経時的に得、フレーム支持部材
５とレンズ載置台４との距離が４ｍｍ以下（又は未満）になると、言い換えると、フレー
ム支持部材５が所定位置よりもレンズ載置台４に近い位置に移動する（フレーム支持部材
５が所定位置に来る（所定の近接状態になる））と、フレームＦの下部（又はレンズＬＥ
の下端（下限））を検知し、装置のサブ測定モードを第２サブ測定モードに切換える（第
２サブ測定モードを設定する）。すなわち、演算制御ユニット２０は、フレーム支持部材
５とレンズ載置台４の距離が４ｍｍより大きい（離れている）場合は第１サブ測定モード
とし、フレーム支持部材５とレンズ載置台４の距離が４ｍｍより小さい（近付いている）
場合は第２サブ測定モードとする。従って、位置検出手段であるエンコーダ５７と演算制
御ユニット２０とがフレームの下部（又はレンズの下端（下限））を検知する検知手段を
兼ねることとなり、演算制御ユニット２０がサブ測定モードを切換える（設定する）切換
え手段（設定手段）を兼ねることとなる。
【００４０】
　次に、表示部２の表示画面について説明する。図１に示されている表示部２には、右眼
用の遠近の累進レンズＬＥの測定値（測定結果）の一例が表示されている。表示部２には
、測定情報表示部分８０と、アライメント表示部分９０と、が表示されている。表示部分
８０には、レンズＬＥの遠用部の球面度数Ｓ、乱視度数Ｃ、乱視軸角度Ａ及びプリズム度
数Δと、レンズＬＥの近用部の加入度数ＡＤＤと、の各測定値（測定結果）が表示されて
いる。
【００４１】
　スイッチ部３によって装置の測定モードが累進レンズ測定モードに切換えられる（設定
される）と、表示部分９０には、累進レンズを模した（累進帯のグラフィックを持ってい
る）レンズマーク９１と、交点が測定光学系１０による測定基準位置を示す「＋」状の十
字マーク（第１マーク）９２と、が表示される。本実施形態では、マーク９１は、レンズ
ＬＥの移動によるレンズＬＥの測定光学系に対するアライメント状態の変化に伴って移動
表示される。マーク９２は、表示部分９０の略中央部に固定表示される。なお、本装置で
は、表示部２の表示画面の上方が装置の奥側に相当し、表示画面の下方が装置の手前側に
相当する。
【００４２】
　次に、前記のような構成を有するレンズメータにおいて、遠近の累進レンズＬＥの測定
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動作を中心に説明する。図６（ａ）～（ｆ）は、各測定段階における表示部分９０を示し
ている。
【００４３】
　検者がスイッチ部３を操作して累進レンズ測定モードを設定すると、演算制御ユニット
２０は、表示部分８０及び９０（マーク９１及び９２）を表示部２に表示させる。検者は
、フレームＦに枠入れされているレンズＬＥをレンズ載置台４上に置き（載せ）、フレー
ムＦの左右リムの各下部をフレーム支持部材５（当接部５１）の前面に当接させ、レンズ
ＬＥの累進帯と思われる箇所（レンズＬＥの中心より少し下の箇所）を開口４ａ上に置く
（載せる）。このとき、フレーム支持部材５は、装置の奥側に位置している。このため、
演算制御ユニット２０は、エンコーダ５７の検出信号に基づき、装置の測定モードを第１
サブ測定モードに設定する。
【００４４】
　累進レンズ測定モードが設定されると、演算制御ユニット２０は、先ず、表示部分９０
に遠用部の概略箇所を示す「○」状の遠用部ターゲットマーク９３を表示させる（図６（
ａ）参照）。レンズ載置台４上にレンズＬＥが置かれる（載せられる）と、演算制御ユニ
ット２０は、開口４ａに対応するレンズＬＥの測定領域内の光学特性分布に基づき、測定
領域がレンズＬＥのどの辺りにあるかを判断する。言い換えると、演算制御ユニット２０
は、測定光軸ＭＡに対する測定領域の大凡の位置関係を求める。
【００４５】
　検者は、マーク９３の位置がマーク９２の位置と略一致するように、フレームＦ及びレ
ンズＬＥをフレーム支持部材５と共にレンズ載置台４上で移動させる。すなわち、先ず、
レンズＬＥを左右方向に移動させてマーク９３をマーク９２の縦線に合わせる。次に、マ
ーク９２の縦線を参考にレンズＬＥを奥側（後方向）に移動させてマーク９３をマーク９
２の横線に合わせる。そして、レンズＬＥの位置を左右方向及び前後方向に微調整してマ
ーク９３をマーク９２に重ね、マーク９３が「○」状から「＋」状に変わるようにする（
図６（ｂ）参照）。マーク９３が「＋」状に変わり測定値が安定すると、自動的に（スイ
ッチ９ａを操作することなく）測定値がホールド表示されると共にメモリ２１に記憶され
る。すなわち、レンズＬＥの遠用部が測定される。
【００４６】
　遠用部の測定が完了すると、演算制御ユニット２０は、近用部の測定を自動的に開始す
る。演算制御ユニット２０は、表示部分９０からマーク９３を消去し、表示部分９０に近
用部の概略箇所を示す「○」状の近用部ターゲットマーク（第２マーク）９４を表示させ
る（図６（ｃ）参照）。近用部の箇所は、遠用部の箇所と同様に、演算制御ユニット２０
によって求められる。
【００４７】
　検者は、マーク９４の位置がマーク９２の位置と略一致するように、フレームＦ及びレ
ンズＬＥをフレーム支持部材５と共にレンズ載置台４上で移動させる。すなわち、先ず、
レンズＬＥを左右方向に移動させてマーク９４をマーク９２の縦線に合わせる。次に、マ
ーク９２の縦線を参考にレンズＬＥを手前側（前方向）に移動させてマーク９４をマーク
９２の横線に合わせる。そして、レンズＬＥの位置を左右方向及び前後方向に微調整して
マーク９４をマーク９２に重ね、マーク９４が「○」状から「＋」状に変わるようにする
（図６（ｄ）参照）。マーク９４が「＋」状に変わり測定値が安定すると、自動的に（ス
イッチ９ａを操作することなく）測定値がホールド表示されると共にメモリ２１に記憶（
オートリード）される。すなわち、レンズＬＥの近用部が測定される。
【００４８】
　なお、前記の近用部の測定の説明は、第１サブ測定モードのまま遠用部の測定から近用
部の測定に移行した場合、すなわち、フレームＦは上下幅の広いフルリムフレームであり
、累進レンズＬＥの近用部はレンズＬＥの下端付近に欠けずに位置している（フレームＦ
の下部付近にレンズＬＥの近用部が欠けずに位置している）場合である。これに対し、後
記の近用部の測定の説明は、第２サブ測定モードで近用部を測定した場合（第１サブ測定
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モードでの遠用部の測定から第２サブ測定モードでの近用部の測定に移行した場合）、す
なわち、フレームＦは上下幅の狭いフルリムフレームであり、累進レンズＬＥの近用部は
レンズＬＥの下端付近に欠けて位置している（フレームＦの下部付近にレンズＬＥの近用
部が欠けて位置している）場合である。
【００４９】
　レンズＬＥに近用部があるもののレンズＬＥの下端付近（フレームＦの下部付近）に欠
けて位置している場合において、フレーム支持部材５とレンズ載置台４とが所定の距離（
本実施形態では約４ｍｍ）よりも近い場合を想定する。言い換えると、パッド６１の後方
への移動の規制が解除される場合を想定する。フレームＦ及びレンズＬＥがフレーム支持
部材５と共にレンズ載置台４上で移動され、フレームＦの下部（又はレンズＬＥの下端）
付近が開口４ａ上に近付くと、フレーム支持部材５とレンズ載置台４とが接触（干渉）す
る。このとき、レンズ載置台４と接触するパッド６１の後方への移動の規制が解除され、
フレーム支持部材５の前方への移動に伴って、レンズ載置台４がフレーム支持部材５（開
口５３）内に入っていく（収納されていく）。これにより、レンズＬＥの下端付近にある
下部が欠けた近用部を測定できる。
【００５０】
　パッド６１の後方への移動の規制が解除される位置までフレーム支持部材５が移動する
と、エンコーダ５７は、フレーム支持部材５の位置を読み取り（検出し）、検出信号を演
算制御ユニット２０に送る。演算制御ユニット２０は、エンコーダ５７の検出信号に基づ
き、装置のサブ測定モードを第２サブ測定モードに切換る（設定する）。すなわち、演算
制御ユニット２０は、開口４ａにフレームＦの下部（又はレンズＬＥの下端）が掛かった
こと（開口４ａに対応するレンズＬＥの測定領域内にフレームＦの下部（又はレンズＬＥ
の下端）があること（開口４ａ上のフレームＦの下部（又はレンズＬＥの下端）の存在）
）をエンコーダ５７の検出信号に基づいて検知し、装置のサブ測定モードを第２サブ測定
モードに切換る（設定する）。このとき、マーク９１の表示色を青色に変える（第１サブ
測定モードの通常表示色は黒色）。これにより、装置のサブ測定モードが第２サブ測定モ
ードに切換った（設定された）ことが分かる（検者が視認できる）。
【００５１】
　フレーム支持部材５を手前側に引いた状態でレンズＬＥの下端付近を測定する場合、レ
ンズＬＥはレンズ載置台４上から外れ易く（脱落し易く）なる。累進レンズ測定モードで
第１サブ測定モードの場合、レンズＬＥがレンズ載置台４上から外れると、演算制御ユニ
ット２０は、再び、遠用部の測定から始める（遠用部の測定を誘導する）。これに対し、
累進レンズ測定モードで第２サブ測定モードの場合、レンズＬＥがレンズ載置台４上から
外れても、演算制御ユニット２０は、近用部の測定を保つ。これにより、レンズＬＥがレ
ンズ載置台４上から外れても、何度でも近用部を測定できる。
【００５２】
　また、演算制御ユニット２０は、開口４ａにフレームＦの下部（又はレンズＬＥの下端
）が掛かったことをエンコーダ５７の検出信号に基づいて検知し、さらに測定領域内に近
用部があることを検知できないと、近用部の下部が欠けていると判断し、マーク９２及び
９４の各上下方向位置を強制的に合わせる（略一致させる）。これにより、マーク９２及
び９４の各左右方向位置が合わさる（略一致される）ようにレンズＬＥが移動されれば、
近用部を測定できる。なお、マーク９１～９４の上下方向及び左右方向は前記のレンズＬ
Ｅの上下方向及び左右方向に対応している。
【００５３】
　さらに、マーク９２及び９４の各上下方向位置に加えてマーク９２及び９４の各左右方
向位置が略一致すると、演算制御ユニット２０は、レンズＬＥの上下方向の加入度数変化
を確認し、やはり近用部の下部が欠けていると判断した場合には、マーク９１の表示色を
赤色に変える。また、近用部に欠けがあることが分かる（検者が視認できる）ようにマー
ク９１の表示を変化させる（図６（ｅ）参照）。
【００５４】
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　なお、フレームＦの下部（又はレンズＬＥの下端（下限））の検知は、後記のようにも
行える。演算制御ユニット２０は、受光センサ１５からの出力信号（受光信号）に基づき
、指標パターン像の内の一部、例えば、連続した３指標像が欠けている（受像できない）
場合、開口４ａにフレームＦの下部（又はレンズＬＥの下端）が掛かったものと検知する
。なお、フレームＦの下部（又はレンズＬＥの下端（下限））の検知、近用部の下部の欠
けの判断（検知）、等については、特開２００６－１２６１５１に開示されている技術が
利用できる。
【００５５】
　指標パターン像の欠けによってフレームＦの下部（又はレンズＬＥの下端）が検知され
た場合には、演算制御ユニット２０は、マーク９１の表示色を緑色に変える。これにより
、装置のサブ測定モードが第２サブ測定モードに切換った（設定された）ことが分かる（
検者が視認できる）。また、近用部の下部が欠けていると判断した場合には、マーク９１
の表示色を黄色に変える。また、近用部に欠けがあることが分かる（検者が視認できる）
ようにマーク９１の表示を変化させる（図６（ｅ）参照）。
【００５６】
　なお、前記の２通りのフレームＦの下部（又はレンズＬＥの下端（下限））の検知方法
（フレーム支持部材５の位置による検知、指標パターン像による検知）による第２サブ測
定モードへの切換えは、両者が干渉して誤検知（誤判断）する虞があるため、併用されな
いことが好ましい。そして、指標パターン像によるフレームＦの下部（又はレンズＬＥの
下端）の検知のみを使用する場合は、少なくともフレーム支持部材５にレンズ載置台４と
の接触（干渉）を避けるための（レンズ載置台４を収納できる）開口が形成されていれば
よい。
【００５７】
　なお、前記の説明では、指標パターンが点指標（孔）の格子状パターンとされているが
、これに限るものではない。レンズＬＥによる測定光束の屈折によって位置変化する所定
の図形パターンであるとともに、一部の欠けが検出できるものであればよい（例えば、複
数の同心円状の線パターン、複数の同心円状の点パターン、等）。また、前記の説明では
、点指標である多数の孔が格子状に分布されたものが指標板とされているが、同様のもの
であればよい（例えば、遮光コーティングされた指標板に多数の透明な点が格子状に分布
されたもの、透明な指標板に多数の黒点が格子状に分布されたもの、等）。
【００５８】
　また、前記の説明では、フレームＦの下部（又はレンズＬＥの下端）を検知された場合
（第２サブ測定モードに切換った場合）と近用部の下部が欠けていると判断（検知）され
た場合とでマーク９１の表示色が変わるものとされているが、これに限るものではない。
要はフレームＦの下部（又はレンズＬＥの下端）が検知された場合（第２サブ測定モード
に切換った場合）と近用部の下部が欠けていると判断（検知）された場合とを検者が視認
できる表示状態にされればよい。例えば、フレームＦの下部（又はレンズＬＥの下端）を
検知されたことと近用部の下部が欠けていると判断（検知）されたこととの各々が文字等
で表示されてもよい。
【００５９】
　また、前記の説明では、フレームＦの下部（又はレンズＬＥの下端）を検知された場合
（第２サブ測定モードに切換った場合）と近用部の下部が欠けていると判断（検知）され
た場合とが報知手段である表示部２（及び演算制御ユニット２０（制御手段））によって
検者に報知されるものとされているが、これに限るものではない。音声等によって検者に
報知されてもよい。この場合は、装置に報知手段である発声器、ブザー、等が設けられて
いればよい。また、発光色によって検者に報知されてもよい。この場合は、報知手段であ
る発光ダイオード等の発光器が設けられていればよい。
【００６０】
　また、前記の説明では、フレーム支持部材５の位置が位置検出手段であるエンコーダ５
７を用いて検出されるものとされているが、これに限るものではない。ポテンショメータ
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れ、これによってフレーム支持部材５の位置が検出されてもよい。また、例えば、ガイド
シャフト５５に突起が設けられ、フレーム支持部材５が所定位置に到ったときに接触セン
サにガイドシャフト５５の突起が当接することによってフレーム支持部材５の位置が検出
されてもよい。また、パッド６１の後方への移動の規制を解除する機構と連動してフレー
ム支持部材５の位置が検出されてもよい。
【００６１】
　また、前記の説明では、フレーム支持部材５の全面とレンズ載置台４（の中心）との距
離が４ｍｍとなるフレーム支持部材５の位置で第２サブ測定モードに切換えられるものと
されているが、これに限るものではない。フレームＦの下部（又はレンズＬＥの下端）付
近に近用部があるようなレンズＬＥが測定し易い距離（位置関係（近接状態））となるフ
レーム支持部材５の位置で第２サブ測定モードに切換えられればよい。
【００６２】
　また、前記の説明では、開口４ａに対応するレンズＬＥの測定領域内の光学特性分布を
得、得られた光学特性分布に基づいてアライメント情報が表示されるものとされているが
、これに限るものではない。また、前記の説明では、指標板（指標パターン）を介した測
定光束の受光結果に基づいてレンズＬＥの光学特性が得られるものとされているが、これ
に限るものではない。アライメント情報の表示、測定方法（測定機構（測定光学系）、等
は周知のレンズメータのものであればよい。
【００６３】
　また、前記の説明では、測定モードの切換え（設定）が設定手段（切換え手段）である
スイッチ部３の操作によって行われるものとされているが、これに限るものではない。得
られた光学特性に基づき、単焦点レンズ測定モード、累進レンズ測定モード、等への切換
え（設定）が、設定手段（切換え手段）である演算制御ユニット２０によって自動的に行
われてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明の実施形態のレンズメータの概略外観図である。
【図２】本装置の光学系及び制御系の概略構成図である。
【図３】指標板の概略外観図である。
【図４】フレーム支持部材の分解図である。
【図５】レンズ載置台、フレーム支持部材及びレンズ押えの側方断面図である。
【図６】表示部の表示画面におけるアライメント表示部分を示す図である。
【符号の説明】
【００６５】
　２　表示部
　４　レンズ載置台
　５　フレーム支持部材
　１０　測定光学系
　２０　演算制御ユニット
　５５　ガイドシャフト
　５７　エンコーダ
　１００　レンズメータ
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